
 

 

もみまきをしました ＜４～６年生＞ 

５月７日（火）５時間目、４～６年生が米作りのため、

苗づくりの先生として地域のお住いの安東勇次さんにお

願いし、所有の作業場でもみまきをしました。 

まず、子どもたちは、苗箱をそれぞれ一つずつ担当し、

肥料の混じった粒状の土を敷き詰めていきます。表面が

平らになるように、安東さ 

んからお借りした板を使っ 

て均し、その上にもみを蒔 

きます。子どもたちひとり 

ひとりつかんだもみを、箱 

の端からぱらぱらと少しず 

つ蒔いていきます。満遍なく、そして、平らになるよう

に、丁寧に慎重に作業を進めています。さすがに６年生

は昨年度も経験しているそうで、手際よく作業を進めて

います。一連の作業をまじめに取り組む子どもたち。ち

ゃんと育ってほしいという思いが大変伝わってきます。

水もやり、最後に上から土をかけて、この日の作業は終

了しました。 

今回育てる品種は“ひのひかり”とのこと。成長が大

変楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

いもの苗植えをしました ＜１～３年生＞ 

５月１０日（金）２・３時間目、１～３年生と大田こ

ども園の子どもたちで、さつまいもの苗植えをしました。

この日は、おいもの先生として、たくさんの地域の方が

来てくださいました。 

今年度は、できる限り子どもたちの手で作業をさせた

いとの私の思いもあり、マルチはりも地域の方と一緒に

行うようにしました。 

長い畝に地域の先生たちが黒い“マルチシート”をか

ぶせます。次は子どもたちの出番。シートの端を、“マル

チおさえ”でとめていきます。「“おさえ”の先は、畝の

方に向けてね」とのアドバイスを受けながら、固い土と

の格闘。力いっぱい“おさえ”をさしていきます。畝は

４本あり、ひとつの畝が終わると、隣の畝に移ります。

子どもたちは１回経験すれば要領がわかったようで、ど

んどん自分から作業を進める姿が見られ、大変頼もしい

ものでした。 

子どもたちが次の畝へと移動している間に、私や地域

の先生が穴あけ器具を使って、シートに穴をあけていき

ます。穴は全部で１００個できました。 

いよいよ、いもの苗植えです。最初にうかがった「いも

の苗が立つように・・・」との地域の先生のお話を思い出

しながら苗をさし、土をかぶ 

せます。“ぎゅっ、ぎゅっ、 

ぎゅっ”とやさしく丁寧に押 

さえています。 

最後は、水やり。１年生が 

水のいっぱい入ったじょうろ 

を重そうに持っていた姿を見かけ、３年生が「一緒に持と

うか？」とやさしく声をかけています。また、別の３年生

は、「土がかわいちょんところにあげて」と教えてあげてい

ます。さすが１年生にとっては頼もしい上級生です。 

１００本もの苗をみんなで協力して、無事に植えること 

ができました。校長の話の中で、“お世話をするのは自分た

ちである”ことを子どもたちと確認しました。おいしいさ

つまいもができるよう、しっかりお世話ができることを期

待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～先生のマークをつくってあげる～ 

先日、職員室で養護教諭の田嶋先生が、「子どもからこん

なものをもらいました」と笑顔で話す場面に遭遇しました。

見ると、初心者マークではありませんか。 

その日の昼休み、田嶋先生が２・３年生の教室に行った

時のこと。折り紙を折っていた子どもたちに、「先生も一緒

につくろう！」と誘われたのだそうです。そして、一人の

子が、「先生のマークをつくってあげる」と、冒頭の初心者

マークをつくってくれました。 

田嶋先生の車には、本物の 

初心者マークが貼ってありま 

す。その車の様子を子どもた 

ちはよく観察していたようで 

す。子どもたちが折った初心 

者マークは、紙で作ったものとは言えないほどの見事な出

来栄えでした。 

今年度初めて学校現場で働くようになり、初任者であり

先生としても初心者マークとなる田嶋先生。子どもたちと

の日々の楽しいやりとりや子どものやさしさにふれ、養護

教諭として、運転もそして仕事にも気持ちを新たにしたに

違いありません。 

             R６.５.23文責 校長 

 
 

 
 

いもばたけの草刈りや畝づくりは、地域の方がして

くださいました。子どもたちのために、地域の皆様が

陰に陽に力になってくださいます。大変ありがたく、

感謝申し上げます。 

 

 

 


